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新
春
を
迎
え
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
宮
城
県

芸
術
祭
を
は
じ
め
と
す
る
諸
行
事

が
成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と

は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
協
力

の
賜
と
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
昨
年
度
は
展

示
部
門
の
み
な
ら
ず

数
々
の
新
し
い
試
み

が
各
部
門
で
行
わ
れ

た
年
で
あ
り
、
恒
例

の
巡
回
展
も
県
民
の

方
々
か
ら
親
し
ま

れ
、
喜
ば
れ
、
定
着

す
る
な
ど
変
革
す
る

胎
動
を
強
く
感
じ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
動
き
に
応
え
る

べ
く
理
事
会
を
三
分

科
会
に
分
け
幾
度
と

な
く
協
議
を
積
み
重

ね
問
題
点
を
明
確
に

し
、
今
後
の
た
め
に

指
針
を
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。
更

に
五
年
後
の
公
益
法
人
化
に
向

か
っ
て
、
芸
協
は
ど
の
よ
う
な
理

想
で
取
り
組
む
か
の
課
題
が
加

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

折
し
も
本
年
は
芸
術
協
会
創
立

四
十
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
記

念
行
事
の
計
画
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
思
え
ば
半
世
紀
の
昔
、
戦
後

日
本
は
文
化
国
家
を
標
榜
す
る
一

方
、
科
学
技
術
の
振
興
を
は
か
っ

て
歩
み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
い

つ
の
ま
に
か
経
済
優

先
・
便
利
さ
優
先
の

風
潮
に
走
り
出
し
、

昨
年
来
の
厳
し
い
世

相
に
直
面
し
て
呆
然

と
し
て
い
る
現
状
で

す
。
今
こ
そ
私
達
は

芸
術
協
会
創
立
の
初

心
に
立
ち
返
り
、
県

民
の
た
め
に
力
強
く

芸
術
活
動
を
展
開
し

て
い
く
秋
が
き
た
と

考
え
ま
す
。

　

四
十
五
周
年
を
契

機
に
、
未
来
の
芸
協

の
あ
る
べ
き
姿
を
模

索
し
な
が
ら
、
全
会

員
が
部
門
を
超
え
て

県
民
の
方
々
と
共
に

喜
び
共
に
汗
を
流
し

て
い
く
活
動
を
一
歩
ず
つ
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
生
み
の
苦
し

み
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
芸
協
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
に
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
、
水
平
線
の
少
し

上
を
見
つ
め
て
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
に

開
幕
し
た
第
四
十
五
回
宮
城
県
芸

術
祭
は
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
、

十
一
月
二
十
一
日
ホ
テ
ル
仙
台
プ

ラ
ザ
で
閉
会
式
を
行
っ
た
。

　

つ
め
た
い
雨
の
降
る
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
各
受
賞
者
を
は
じ
め
、

関
係
者
や
芸
協
会
員
ら
二
百
五
十

余
名
が
出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
実
行
委
員
長
小
山
喜
三

郎
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
会
式
が
始

め
ら
れ
た
。
小
山
理
事
長
は
い
く

つ
か
の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
「
当

用
漢
字
設
定
の
不
備
」
に
つ
い

て
触
れ
た
後
、「
便
利
さ
優
先
の

時
代
に
流
さ
れ
て
行
く
こ
と
を
、

四
十
五
周
年
に
向
け
て
く
い
止
め

た
い
」
と
結
ん
だ
。

　

つ
づ
い
て
仙
台
市
企
画
市
民
局

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
部
長
寺
田
清
伸

氏
の
挨
拶
、
来
賓
、
主
催
者
代
表

の
紹
介
、
各
賞
受
賞
者
、
功
労
者

ら
八
十
六
名
が
受
賞
し
た
。

　

ま
た
今
回
か
ら
㈶
宮
城
県
文
化

振
興
財
団
賞
が
創
設
さ
れ
、絵
画
・

彫
塑
・
書
道
・
工
芸
・
文
芸
・
写

真
の
六
部
門
に
お
い
て
新
た
に
六

名
が
受
賞
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
絵

画
・
写
真
・
彫
塑
・
華
道
・
工
芸
展
。

「
盛
岡
・
北
上
方
面
の
文
学
の
旅
」

の
文
学
散
歩
。
蒲
生
芳
郎
氏
を
講

師
に
迎
え
「
藤
沢
周
平
の
文
学―

そ
の
大
衆
性
と
文
芸
性
を
め
ぐ
っ

て―

」の
講
演
会
。
長
唄
演
奏
会
・

音
楽
会
・
茶
会
。
写
真
・
絵
画
・

書
道
巡
回
展
で
は
ど
の
会
場
も
入

場
者
が
多
く
、
活
気
を
呈
し
た
。

功
績
者
14
人
を
表
彰

　

閉
会
式
で
は
次
の
華
道
部
の
四

人
、
音
楽
部
の
五
人
、
茶
道
部
の

五
人
が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
。

〔
華
道
部
〕
中
嶋
梢
霞
（
草
月
流
）

本
内
一
磯
、秋
元
一
盟
（
東
州
流
）

高
橋
月
峰
（
龍
生
派
）

〔
音
楽
部
〕沢
田
啓
子
、板
橋
健（
洋

楽
）
稀
音
家
六
貞
治
、
杵
家
弥
登

英
、
稀
音
家
和
加
清
（
長
唄
）

〔
茶
道
部
〕
三
木
宗
幸
（
表
千
家
）

鎌
田
宗
節
（
裏
千
家
）
勝
野
翠
泉

（
三
彩
流
）
千
葉
宗
文
（
宗
徧
流
）

土
生
南
絹
（
織
田
流
）

〔
開
場
式
〕（
９
月
26
日
＝
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
Ｆ
）
参
加

者
62
人

〔
絵
画
展
〕（
９
月
26
日
～
10
月
８

日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

５
・
６
Ｆ
）
日
本
画
59
点
、
洋
画

245
点
、
入
場
者
六
、一
三
八
人

〔
写
真
展
〕（
９
月
26
日
～
10
月
１

日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

５
Ｆ
）
132
点
、入
場
者
二
、七
七
九

人

〔
文
学
散
歩
〕（
９
月
30
日
＝
〝
盛

岡
・
北
上
方
面
の
文
学
の
旅
〟）

参
加
者
三
三
人

〔
彫
塑
展―

彫
塑
部
会
員
と
そ
の

仲
間
展
〕
10
月
３
日
～
８
日
＝
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
Ｆ
）

25
点
、
入
場
者
二
、四
一
四
人

〔
華
道
展
〕（
10
月
３
日
～
８
日
＝

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５

Ｆ
）
前
期
32
点
、
後
期
32
点
、
入

場
者
三
、五
二
五
人

〔
書
道
展
〕〔
10
月
10
日
～
15
日

＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
５
・
６
Ｆ
〕
369
点
、
入
場
者

二
、九
四
三
人

〔
工
芸
展
〕（
10
月
10
日
～
15
日
＝

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５

Ｆ
）
71
点
、
入
場
者
二
、三
七
五

人〔茶
会
〕（
10
月
12
日
・
19
日
・
26

日
＝
輪
王
寺
）
入
場
者
九
八
六
人

〔
長
唄
演
奏
会
〕（
10
月
19
日
＝
仙

台
市
戦
災
復
興
記
念
館
）
入
場
者

二
三
四
人

〔
音
楽
会
〕（
10
月
19
日
＝
仙
台
市

青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）
入
場
者

三
七
五
人

〔
文
芸
祭
〕（
10
月
25
日
＝
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
会
議

室
）
入
場
者
七
二
人

〔
写
真
展
美
里
展
〕（
10
月
17
日
～

23
日
＝
美
里
町
近
代
文
学
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）
64
点
、
入
場
者
三
〇
〇
人

〔
絵
画
・
書
道
展
東
松
島
展
〕（
10

月
31
日
～
11
月
３
日
＝
東
松
島
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
日
本

画
14
点
、
洋
画
37
点
、
書
43
点
、

入
場
者
四
九
八
人

〔
絵
画
・
書
道
展
大
崎
展
〕（
11
月

６
日
～
９
日
＝
大
崎
市
松
山
体
育

館
）
日
本
画
16
点
、
洋
画
41
点
、

書
42
点
、
入
場
者
八
九
六
人

〔
絵
画
・
書
道
展
大
和
展
〕（
11
月

12
日
～
16
日
＝
大
和
町
ま
ほ
ろ
ば

ホ
ー
ル
）
日
本
画
13
点
、
洋
画
40

点
、
書
51
点
、
入
場
者
五
一
八
人

〔
閉
会
式
〕（
11
月
21
日
＝
ホ
テ
ル

仙
台
プ
ラ
ザ
）
参
加
者
二
五
〇
人

・
宮
城
県
芸
術
祭
参
加
行
事

〔
第
53
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演

奏
会
〕（
10
月
５
日
＝
イ
ズ
ミ
テ
ィ

21
大
ホ
ー
ル
）入
場
者
一
、一
五
〇

人〔第
39
回
洋
舞
合
同
公
演
〕（
12
月

21
日
＝
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
大
ホ
ー

ル
）
入
場
者
一
、二
五
〇
人

第
45
回
宮
城
県

芸
術
祭
入
場
者

小
山
理
事
長
か
ら
芸
術
祭
賞
の
授
与

会場どこも大盛況

第45回 県芸術祭が閉幕
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宮 城 県 芸 術 祭 賞 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
絵画部（日本画） 挽 歌 宮 澤 早 苗 （仙台市）
絵画部（洋　画） ＭＡＹＵ－ 08 三 浦 一 博 （栗原市）
写 真 部 私 景 杉　　　幸　子 （仙台市）
彫 塑 部 昊 天 大 槻 俊 之 （仙台市）
書 道 部 汪 文 柏 詩（漢　字） 遠 藤 柳 泉 （富谷町）
工 芸 部 白 南 風（染　織） 伊 藤 あ き （仙台市）
文 芸 部 去 り ゆ く も の（短　歌） 鈴 木 昱 子 （仙台市）

宮 城 県 知 事 賞 絵画部（日本画） 刻 新 藤 圭 一 （仙台市）
絵画部（洋　画） 時 空 岩 澤 誠 一（大河原町）
写 真 部 H o r i z o n（水　　平　　線） 加 藤 友 一 （仙台市）
彫 塑 部 壊 れ た 律 Ⅴ 阿 部 弘 子 （仙台市）
書 道 部 山 里（か　な） 寺 島 尚 翠 （仙台市）
工 芸 部 箱 器（陶　芸） 市　岡　　　泰 （美里町）
文 芸 部 こ と ば の 雫　 （詩）　 渡 辺 仁 子 （仙台市）
文 芸 部 夢 の 平 原（短　歌） 菊　地　かほる （大崎市）
文 芸 部 貝 塚 の 記 憶（俳　句） 小笠原　弘　子（東松島市）
文 芸 部 暮 六 つ（川　柳） 松 田 芳 男 （仙台市）
文 芸 部 ゆうどうえんぼく（小　説） 渡 辺 光 昭 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 絵画部（日本画） 待 つ 三　浦　　　孝 （大崎市）
絵画部（洋　画） 1 3 番 目 の 機 械 坂 本 和 之 （大崎市）
書 道 部 近 業 二 顆（篆　刻） 岩 渕 拙 廬 （仙台市）

河 北 新 報 社 賞 絵画部（日本画） 相 及 川 聡 子 （柴田町）
絵画部（洋　画） 輪 の 中 で 安 達 吉 男 （仙台市）
写 真 部 浜 に 生 き る 紺 野 勝 司（気仙沼市）
彫 塑 部 The Rebirth 日 下 育 子 （仙台市）
書 道 部 水月りのの詩　薔薇色の空（近代詩文） 栁　　　由美子 （仙台市）
工 芸 部 布 染 魚 文 組 皿（陶　芸） 大 原 功 樹 （秩父市）
文 芸 部 い の ち の 組 曲（川　柳） 勝 又 明 城 （石巻市）

宮城県教育委員会教育長賞 絵画部（洋　画） 海 景 谷地森　真理子 （仙台市）
書 道 部 華 麗（少　字） 島 津 和 子 （岩沼市）
工 芸 部 有線七宝幾何文蓋物（七　宝） 佐　瀬　たか子 （岩沼市）

宮城県教育委員会教育長新人賞 絵画部（日本画） 晨 佐 藤 松 子 （仙台市）
絵画部（洋　画） 街 菅 原 典 子 （仙台市）
書 道 部 龔 鼎 孳 詩（漢　字） 髙 塚 松 陽 （仙台市）
書 道 部 遠 道（墨　象） 八 木 熹 晃 （石巻市）
工 芸 部 赤 陶 線 文 陶 筥（陶　芸） 島　見　美由紀 （岩沼市）

仙台市教育委員会教育長賞 絵画部（洋　画） 巡 る 光 と 色 彩 の モ ザ イ ク 守　田　美代子 （仙台市）
書 道 部 鳴 　 　 　 　 （墨　象） 後 藤 法 明 （栗原市）

宮城県議会議長賞 絵画部（洋　画） 私 の 止 り 橋 久保田　　　敏 （仙台市）
書 道 部 青 　 　 鷺（近代詩文） 千 葉 弘 子 （仙台市）

仙台市議会議長賞 絵画部（洋　画） 絆 佐々木　和　江 （仙台市）
書 道 部 夢 上 富 士 山（漢　字） 熊 谷 鳳 苑 （石巻市）

㈶宮城県文化振興財団賞 絵画部（洋　画） 暮 れ な ず む 尾　形　たき子 （石巻市）
写 真 部 TWILIGHT － 異 界 の 扉 阿 部 信 義 （大崎市）
彫 塑 部 Mayuko    2  0  0  8 柏　　　静　恵 （仙台市）
書 道 部 六 州 歌 頭 桃 花（漢　字） 池 田 小 沙 （仙台市）
工 芸 部 夕照―ななかまど―（染　織） 安　倍　まゆみ （仙台市）
文 芸 部 還 ら ざ る 人（短　歌） 濱 田 利 昭 （栗原市）

門 伝 勝 太 郎 賞 絵画部（洋　画） こ け し の 故 里 清 野 榮 彌 （岩沼市）
書 道 部 書 経 よ り（篆　刻） 阿 部 華 山 （仙台市）

成瀬美術記念館賞 絵画部（日本画） 女 安　藤　瑠吏子 （大衡村）
絵画部（洋　画） 風 の 記 憶 数　本　奈智子 （仙台市）
写 真 部 青 春 時 代 、 Ｂ 佐々木　章　逸 （石巻市）
彫 塑 部 花 孔 須 佐 尚 康 （仙台市）
書 道 部 散 歩 道（近代詩文） 佐 藤 琴 恵（七ケ浜町）
工 芸 部 黒 釉 椿 文 組 鉢（陶　芸） 中 山 晴 代 （仙台市）

宮城県芸術祭奨励賞 絵画部（洋　画） Ｘ の 構 図 ＝ 2 0 0 8 相 澤 一 夫（気仙沼市）
絵 画 部（ 洋　画） 白 い ベ ン チ 其 田 マ サ （仙台市）
絵画部（洋　画） 日溜りの語らい　試写会　パートⅡ 枡　澤　　　怜 （仙台市）
写 真 部 波 涛 遠 藤 正 弘（南三陸町）
写 真 部 Ｐ・ブティック・ストリート 三 浦 通 正 （仙台市）
書 道 部 張 廷 璐 詩（漢　字） 奈須野　青　蘭 （栗原市）
書 道 部 山 桜（か　な） 岡 崎 幸 子 （仙台市）
書 道 部 さひしさのつのる日（近代詩文） 武 山 櫻 子（気仙沼市）
書 道 部 伊 東 静 雄 詩（近代詩文） 伊 勢 一 枝 （仙台市）
書 道 部 響　　　　　　　　　（墨　象） 伊 澤 香 雨 （石巻市）
工 芸 部 有線七宝幾何文水指（七　宝） 髙　橋　とも子 （仙台市）
文 芸 部 鳥 帰 る（俳　句） 畑 中 次 郎 （仙台市）

第
45
回
宮
城
県
芸
術
祭
受
賞
者
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多
年
に
わ
た
り
東
北
工
芸
界
の

発
展
と
芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与

し
た
と
し
て
、
宮
城
県
芸
術
協
会

顧
問
の
髙
倉
健
氏
が
第
五
十
八
回

河
北
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
贈

呈
式
は
一
月
十
七
日
、
仙
台
国
際

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

髙
倉
氏
は
昭
和
五
年
仙
台
市
生

ま
れ
。
東
北
大
学
教
育
学
部
卒
。

在
学
中
絵
画
を
杉
村
惇
、
陶
芸
を

山
西
謙
二
の
各
氏
に
指
導
を
受
け

る
。
宮
城
県
名
取
高
校
教
諭
を
振

り
出
し
に
各
地
の
高
校
教
諭
を
歴

任
。
高
校
で
は
次
々
と
陶
芸
ク
ラ

ブ
を
創
設
し
作
陶
の
喜
び
を
伝
え

る
。
昭
和
五
十
年
「
陶
芸
美
術
研

究
会
陶
房
酔
」
を
結
成
。
第
六
回

日
展
初
出
品
初
入
選
。日
展
会
友
。

昭
和
五
十
三
年
度
宮
城
県
芸
術
選

奨
受
賞
。「
焼
き
し
め
に
て
王
朝

文
化
の
持
つ
奥
ゆ
か
し
さ
を
表
現

し
た
」
の
が
受
賞
理
由
。

　

宮
城
県
芸
術
協
会
理
事
長
を
二

期
経
て
現
在
顧
問
。
宮
城
県
教
育

文
化
功
労
表
彰
、
仙
台
市
市
政
功

労
者
表
彰
、
地
域
文
化
功
労
文
部

科
学
大
臣
表
彰
。

　

作
陶
歴
三
十
年
の
集
大
成
『
髙

倉
健
作
陶
集
１
９
７
３
～
２
０
０

３
』
を
平
成
十
六
年
に
上
梓
。

　

平
成
二
十
年

度
の
地
域
文
化

功
労
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
、

県
芸
術
協
会
参

事
の
高
倉
勝
子

氏
が
受
賞
さ
れ

た
。
表
彰
式
は

十
一
月
二
十
一

日
、
東
京
・
如

水
会
館
で
行
わ

れ
た
。

　

地
域
文
化
功

労
表
彰
は
全
国

各
地
で
芸
術
文

化
の
振
興
な
ど
地
域
の
文
化
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に

対
し
て
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
文

部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
。

　

高
倉
氏
は
大
正
十
年
生
ま
れ
。

日
本
画
家
と
し
て
昭
和
三
十
三
年

河
北
美
術
展
文
部
大
臣
賞
受
賞
。

以
後
公
募
展
で
入
賞
を
重
ね
、
そ

の
創
作
活
動
は
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。
昭
和
五
十
四
年
水
墨
画

墨
泉
会
を
、
昭
和
六
十
年
日
本
画

緑
扇
会
を
主
宰
し
会
員
の
指
導
に

当
た
り
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
て

い
る
。
河
北
美
術
展
顧
問
。

　

平
成
八
年
か
ら
宮
城
県
芸
術
協

会
参
事
と
し
て
、
同
協
会
の
要
職

を
務
め
る
な
ど
本
県
美
術
の
発
展

に
寄
与
し
た
。

　

平
成
元
年
知
事
表
彰
、
平
成
五

年
仙
台
市
市
政
功
労
者
表
彰
を

受
賞
。
永
年
に
わ
た
り
日
本
画
の

創
作
の
研
鑽
に
努
め
普
及
、
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
い

る
。

　

平
成
二
十
年
度
宮
城
県
教
育
文

化
功
労
者
に
芸
協
関
係
か
ら
は
次

の
九
名
が
選
ば
れ
た
。
授
賞
式
は

十
月
三
十
一
日
、
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

早
坂
貞
彦
・
佐
藤
幸
子
（
絵
画
部

洋
画
）
近
藤
孝
則
（
工
芸
部
陶
芸
）

佐
藤
静
香
（
書
道
部
）
細
渕
誠
一
・

布
田
庸
子
・
高
橋
五
郎
（
音
楽
部

洋
楽
）
原
田
勇
男
（
文
芸
部
詩
）

雫
石
隆
子
（
文
芸
部
川
柳
）

県
教
育
文
化
功
労
者

芸
協
か
ら
９
氏
受
賞

　

芸
協
評
議
員
の
佐
藤
朱
希
氏
が

第
四
十
回
日
展
の
日
本
画
部
門
で

特
選
を
受
賞
し
た
。

　

作
品
は「
美
野
の
陽
々
」と
題
し
、

　

第
二
十
九
回
の
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
〈
ピ
ア
ノ
部
門
〉
が
今
年
も
実

施
さ
れ
る
。
初
級
、
中
級
、
上
級

に
分
か
れ
て
予
選
、本
選
を
経
て
、

級
ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

奨
励
賞
を
、
該
当
者
に
は
宮
城
県

知
事
賞
、
仙
台
市
長
賞
、
河
北
新

報
賞
が
贈
ら
れ
る
。

　

予
選
は
二
月
二
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
仙
台
市
戦

災
復
興
記
念
館
で
行
わ
れ
る
。
本

選
は
三
月
二
十
九
日
、同
会
場
で
。

清
ら
か
な
境
地
を
と
ら
え
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。
日
本
画
で
は

久
々
の
快
挙
と
な
る
。
河
北
美
術

展
顧
問
、カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
講
師
。

日
展
特
選
に

佐
藤
朱
希
氏

　
「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
in
白
石
」（
副
題

＝
秋
お
く
る
・
響
け
白
石
・
き
・

ら
・
り
）
が
、
平
成
二
十
年
十
一

月
三
十
日
午
後
二
時
か
ら
白
石
市

の
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
開
か
れ

た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
四
部
構
成
。
第

一
ス
テ
ー
ジ
は
宮
城
県
芸
術
協
会

会
員
に
よ
る
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
の

演
奏
に
デ
ュ
エ
ッ
ト
。
第
二
ス

テ
ー
ジ
は
白
石
市
で
活
動
す
る
合

唱
団
と
演
奏
家
に
よ
る
合
唱
や
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
。
第
三
ス

テ
ー
ジ
は
白
石
キ
ュ
ー
ブ
合
唱
団

と
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
の
合
唱
。
な

か
で
も
仙
台
市
在
住
の
脳
性
ま
ひ

な
ど
重
度
障
害
者
大
越
桂
さ
ん
の

詩
に
八
重
柏
真
氏
が
作
曲
し
た

「
蔵
王
」
な
ど
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

佐
々
木
隆
行
氏
の
指
揮
で
「
こ
け

し
讃
歌
」「
白
石
子
守
歌
」
を
全

員
で
歌
い
あ
げ
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
っ
た
。

本
選
は
３
月
29
日

ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル

地域文化功労文科大臣表彰

高倉勝子さん受賞

大越さんの詩
聴衆を魅了　

［ ミュージック ］フェスタ白石

東北工芸界と
芸術文化に寄与

髙
倉
顧
問
に

河
北
文
化
賞
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竜
宮
を
目
指
し
て
、
船
は
漓
江

を
下
る
。
川
に
せ
り
出
す
奇
岩
の

数
々
。
太
古
の
昔
、
海
底
が
隆
起

し
た
石
灰
岩
は
、
あ
る
時
は
獅
子

と
な
り
、
ま
た
怪
人
と
な
り
、
眼

前
に
迫
る
。

　

十
一
月
二
十
二
日
十
五
時

二
十
五
分
、
仙
台
空
港
を
日
常
の

生
活
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
飛
び
た

ち
、
六
泊
七
日
の
中
国
・
桂
林
の

旅
は
始
ま
っ
た
。
ま
ば
ゆ
い
光
あ

ふ
れ
る
二
千
万
都
市
上
海
に
三
時

間
半
で
到
着
。
早
速
、
中
華
料
理

の
円
卓
が
待
つ
会
場
は
、
中
国
語

が
飛
び
交
う
結
婚
披
露
宴
が
た
け

な
わ
。
ま
さ
に
ポ
ー
ン
と
飛
ん
で

き
た
浦
島
太
郎
の
気
分
。
以
後
、

十
回
に
わ
た
る
中
華
料
理
は
毎
回

味
も
料
理
も
違
い
、
ま
っ
た
く
飽

き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
強
い
中

国
酒
を
口
に
含
ん
で
は
薄
い
ビ
ー

ル
で
の
ど
を
潤
す
。
農
薬
の
心
配

な
ど
初
日
か
ら
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
っ
た
。

　

翌
日
、
国
内
線
は
南
西
に
向
け

二
時
間
半
フ
ラ
イ
ト
。
旅
の
目
玉

で
あ
る
桂
林
に
到
着
。
現
地
の
ガ

イ
ド
は
蘇
瑜（
そ
う
・
ゆ
う
）さ
ん
。

少
数
民
族
の
瑶
族
出
身
で
、
色
は

黒
い
が
愛
嬌
が
あ
り
、
独
学
の
日

本
語
を
上
手
に
操
る
。
わ
ざ
と
日

本
語
を
面
白
く
間
違
え
た
り
し

て
、
バ
ス
の
車
中
を
和
ま
し
て
く

れ
る
。
同
じ
中
国
人
で
も
入
国
管

理
の
女
性
と
は
え
ら
い
違
い
だ
。

　

象
が
鼻
を
水
に
つ
け
て
い
る
姿

の「
象
鼻
山
」を
眺
め
、広
大
な「
七

星
公
園
」
に
到
着
。
初
め
て
の
び

の
び
と
歩
く
。
寝
転
ん
で
い
る
パ

ン
ダ
を
見
た
後
、そ
っ
く
り
の「
ら

く
だ
岩
」に
出
合
う
。

早
坂
画
伯
は
す
ば
や

く
筆
を
走
ら
せ
、
ス

ケ
ッ
チ
す
る
。
そ
の

夜
は
当
地
の
雑
技
団

観
劇
。
演
目
は
「
夢

幻
漓
江
」。
目
を
見

張
る
軽
業
で
一
同
息

を
呑
む
。
会
場
は
平

日
で
も
満
員
。
桂
林

六
十
七
万
人
の
大
都

会
を
実
感
。

　

三
日
目
は
い
よ
い

よ
漓
江
下
り
。
幸
い

好
天
。
気
温
は
半
袖

で
も
い
い
く
ら
い
の

陽
気
で
あ
る
。
川
風
を
受
け
な
が

ら
四
時
間
超
の
山
水
画
の
世
界
を

満
喫
す
る
。
自
然
の
作
り
だ
し
た

造
形
物
に
圧
倒
さ
れ
、
陽
朔
の
ホ

テ
ル
に
興
奮
し
た
体
を
休
め
る
。

し
か
し
も
っ
と
驚
く
こ
と
が
翌
日

待
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
何
の
変
哲

も
な
い
山
の
小
さ
な
ほ
こ
ら
。
実

は
こ
れ
が
大
鍾
乳
洞
「
銀
子
岩
」

の
入
り
口
で
あ
っ
た
。
進
む
に
従

い
天
井
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り
、

急
に
開
け
た
大
ホ
ー
ル
に
は
神
の

作
り
し
巨
大
な
彫
刻
の
数
々
。
し

か
も
細
部
に
わ
た
り
気
の
遠
く
な

る
年
月
を
か
け
て
一
滴
一
滴
雫
を

積
み
上
げ
て
出
来
て
い
る
。
強
い

て
言
葉
を
探
せ
ば
「
お
ら
、
お
っ

た
ま
げ
だ
！
」。
こ
れ
に
極
彩
色

の
照
明
が
い
っ
そ
う
こ
の
世
の
も

の
で
は
な
く
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

ま
さ
し
く
竜
宮
城
。
出
口
で
ま
ば

ゆ
い
陽
光
に
視
力
を
奪
わ
れ
る
。

　

桂
林
一
の
絶
景
と
言
わ
れ
る
頂

に
ぽ
っ
か
り
穴
の
開
い
た
「
月
亭

山
」
を
眺
め

な
が
ら
農
村

を
散
策
す

る
。
こ
の
後

は
千
年
の
歴
史
を
持
つ
「
大
墟
古

鎮
」
に
遊
ぶ
。
古
い
家
並
み
が
川

沿
い
に
連
な
っ
て
い
る
。
貧
し
さ

が
家
々
の
土
間
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
一
軒
の
う

す
暗
闇
に
足
を
入
れ
る
。女
は「
ニ

ク
ソ
ン
」
と
言
い
な
が
ら
額
に
入

れ
た
古
い
写
真
を
持
っ
て
き
た
。

三
十
三
年
前
に
大
統
領
と
一
緒
の

お
下
げ
髪
の
少
女
を
指
差
し
、
自

分
だ
と
言
う
。
五
元
で
コ
ー
ヒ
ー

を
す
す
り
、
一
元
で
ト
イ
レ
を
借

り
た
。
帰
り
に
人
懐
か
し
い
顔
を

し
て
、
小
さ
な
蜜
柑
を
三
つ
籠
か

ら
取
り
出
し
て
く
れ
た
。
な
ぜ
か

別
れ
が
た
い
懐
か
し
さ
が
あ
っ

た
。

　

旅
の
後
半
の
二
日
間
は
首
都
北

京
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
汚
い
家
並

み
は
一
掃
さ
れ
、
塵
一
つ
な
い
公

園
に
一
変
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ン
ド

物
を
扱
う
デ
パ
ー
ト
が
立
ち
並
ぶ

繁
華
街
王
府
井
。
車
が
溢
れ
る
広

い
通
り
。
冷
た
い
風
が
吹
き
抜
け

る
の
を
感
じ
た
。

　

芸
術
家
や
そ
の
愛
好
者
ば
か
り

の
二
十
三
名
の
旅
は
格
別
の
楽
し

さ
が
あ
り
ま
し
た
。
中
華
料
理
を

囲
ん
で
の
談
笑
。
座
席
や
ロ
ビ
ー

な
ど
で
の
語
ら
い
。
考
え
て
み
れ

ば
こ
れ
以
上
の
部
門
交
流
は
あ
り

ま
せ
ん
。
帰
仙
後
の
交
友
は
い
っ

そ
う
深
ま
る
事
で
し
ょ
う
。
書
道

の
菊
田
先
生
は
書
や
硯
や
紙
を
見

て
教
え
て
く
れ
ま
す
。
短
歌
の
原

田
先
生
は
ま
も
な
く
米
寿
で
、
参

加
者
の
最
高
齢
。
同
じ
お
仲
間
と

機
内
で
紙
切
れ
を
回
し
連
歌
作

り
。
到
着
ま
で
半
歌
仙
を
完
了
。

洋
画
の
早
坂
・
桜
井
両
先
生
は
少

し
の
休
憩
で
も
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

を
広
げ
る
貪
欲
さ
。
八
十
回
以
上

中
国
に
来
て
い
る
高
橋
通
子
団
長

に
率
い
ら
れ
た
旅
は
、
安
心
し
て

任
せ
ら
れ
る
旅
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

二
十
八
日
、
日
常
満
載
の
仙
台

に
到
着
。
浦
島
と
違
い
一
行
は
異

国
の
風
物
と
芸
の
刺
激
を
存
分
に

受
け
、
一
段
と
若
返
っ
た
気
が
し

ま
す
。

「
今
様
竜
宮
に
遊
ぶ
」
中
国
桂
林

漓
江
の
旅

文と絵　宮澤　寒山（邦楽)
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「
謹
賀
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
賀
正
、

迎
春
、
Ａ　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

Ｎ
ｅ

ｗ　

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
」
年
頭
に
届
い
た

賀
状
の
賀
詞
は
い
ろ
い
ろ
。
ど
れ

も
新
春
を
祝
う
心
情
が
こ
も
っ
て

い
て
、
気
分
は
い
っ
そ
う
高
揚
す

る
▼
賀
詞
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
の

は
半
ば
当
然
な
の
だ
ろ
う
が
、
送

り
先
の
住
所
氏
名
も
ほ
ぼ
半
数
は

ド
ッ
ト
文
字
。
つ
ま
り
ワ
ー
プ
ロ

や
パ
ソ
コ
ン
で
印
字
さ
れ
て
い

た
。
Ｏ
Ａ
機
器
の
普
及
が
も
た
ら

し
た
証
で
、使
用
し
な
い
の
は〝
時

代
遅
れ
〟
と
も
▼
昨
年
半
ば
過
ぎ

か
ら
ア
メ
リ
カ
を
震
源
に
全
世
界

を
襲
っ
た
不
況
の
大
波
は
、
当
然

わ
が
国
に
も
押
し
寄
せ
て
、
年
末

年
始
に
わ
た
り
〝
派
遣
ぎ
り
〟
と

か
で
失
職
し
た
人
た
ち
が
路
頭
に

迷
っ
た
。
救
済
の
手
段
も
見
え
ず

困
窮
の
度
は
さ
ら
に
深
ま
る
だ
ろ

う
と
も
い
う
▼
成
果
主
義
と
か
格

差
社
会
と
か
労
働
力
を
機
械
の
部

品
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
、
厳
し

い
現
実
と
観
念
す
る
し
か
な
い
の

か
。
血
の
通
っ
た
一
人
々
々
が
深

呼
吸
で
き
る
社
会
を
守
ら
な
け
れ

ば
。
そ
の
た
め
の
努
力
も
求
め
ら

れ
て
い
よ
う
。（
純
）

運
営
委
員
に
推
薦

　

各
部
で
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員

会
で
、
次
の
よ
う
に
運
営
委
員
の

推
薦
が
あ
っ
た
。

〔
華
道
部
〕（
小
原
流
）
保
原
光
霞

〔
茶
道
部
〕（
宗
徧
流
）
菅
原
宗
初

　

な
お
、茶
道
部
原
田
宗
良
氏（
宗

徧
流
）
は
辞
任
し
た
。

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
63
回
行
動
美
術
展

▽
会
友
賞
＝
桜
井
忠
彦
・
会
員
推

挙
▽
入
選
＝
伊
藤
信
義
、
高
橋
幸

造
、
若
生
正
子

◇
第
93
回
院
展
入
選

〈
日
本
画
〉
三
浦
長
悦
・
院
友
推
挙

◇
第
４
回
東
山
魁
夷
記
念　

日
経

日
本
画
大
賞
展
入
選

（
日
本
画
）
及
川
聡
子

◇
第
55
回
日
本
伝
統
工
芸
展

▽
日
本
工
芸
会
新
人
賞
＝〈
陶
芸
〉

大
原
功
樹
▽
入
選
＝
〈
陶
芸
〉
橋

本
昌
彦
〈
金
工
〉
江
田
蕙
〈
七
宝
〉

安
藤
令
子

◇
第
23
回
ア
ジ
ア
国
際
美
術
展

▽
部
門
賞
＝
（
洋
画
）
小
山
喜
三

郎◇
第
40
回
日
展

▽
特
選
＝
（
日
本
画
）
佐
藤
朱
希

▽
入
選
＝
（
日
本
画
）
安
住
小
百

合
、
佐
藤
松
子
、
七
宮
牧
子
、
吉

田
輝
（
洋
画
）
阿
部
邦
利
、
大
山

千
富
、
佐
藤
幸
子
（
工
芸
）〈
陶

芸
〉
相
沢
正
樹
、
浅
井
裕
子
〈
染

色
〉
平
澤
富
子
（
書
道
）
大
友
青

陵
、
板
橋
煌
陵
、
髙
野
芳
月
、
村

山
柳
雅

事

務

局

日

誌

会 

務 

報 

告

12
・
６　

理
事
会

○
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
委
員
会
の
報
告

　

集
約
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

○
規
定
集
の
各
項
目
検
討

後　
　
　

援

☆
宮
城
書
芸
院
選
抜
小
品
展

　
〝
折
々
の
言
の
葉
を
書
く
〟

併
催
教
育
部
選
抜
百
人
展

11
月
18
日
～
11
月
24
日

リ
オ
ー
ネ
ふ
る
か
わ
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

☆
竹
の
会
第
１
回
演
奏
会

12
月
５
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

１
月
９
日
～
１
月
14
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
41
回
社
団
法
人
創
元
会
宮
城
県
支

部
展２

月
６
日
～
２
月
11
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
15
回
東
北
新
象
展
（
盛
岡
展
）

２
月
11
日
～
２
月
15
日

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

☆
第
26
回
白
土
会
展

２
月
20
日
～
２
月
25
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
70
回
春
の
い
け
ば
な
展

２
月
26
日
～
３
月
３
日

さ
く
ら
野
百
貨
店
仙
台
店

☆
第
２
回
佐
藤
鬼
房
顕
彰
全
国
俳
句
大

会
３
月
20
日

塩
竈
市
遊
ホ
ー
ル

☆
第
４
回
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｄ
．
Ａ
．
Ｔ
．
Ｅ
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ

３
月
26
日
～
３
月
28
日

仙
台
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

☆
第
９
回
箏
・
三
絃
・
尺
八
演
奏
会

３
月
28
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
佐
藤
皖
山
開
軒
40
年
記
念
尺
八
・
箏

コ
ン
サ
ー
ト

４
月
12
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
小
ホ
ー
ル

☆
第
73
回
河
北
美
術
展

４
月
27
日
～
５
月
６
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場
・
８
階
グ

リ
ー
ン
ル
ー
ム

退 

会 

会 

員

【
絵
画
部
】〈
日
本
画
〉
今
野
し
げ
よ
、

草
刈
時
廣
〈
洋
画
〉
玉
田
い
と
子
、
吉

田
功
、
桜
井
栄
【
工
芸
部
】〈
陶
芸
〉

菊
池
洋
子
【
書
道
部
】
小
野
耕
仙
（
悦

子
）、東
海
林
耕
永
（
紀
子
）【
華
道
部
】

〈
小
原
流
〉
若
生
香
苑
（
喜
与
子
）、
大

森
桐
水
（
和
子
）【
音
楽
部
】〈
長
唄
〉

杵
家
弥
左
島〔
畑
中
久
美
子
〕【
文
芸
部
】

〈
詩
〉
阿
部
芳
久
〈
短
歌
〉
太
宰
幸
子
、

横
山
志
ず
ゑ
、
臼
井
千
里
〈
俳
句
〉
關

一
草
（
新
平
）【
茶
道
部
】〈
裏
千
家
〉

山
名
宗
江
（
ひ
さ
江
）、小
山
宗
照
（
き

く
）、
米
澤
宗
貞
（
定
子
）〈
三
彩
流
〉

伊
藤
翠
波（
つ
や
）【
写
真
部
】平
間
新
、

髙
橋
孝
治

謹　
　

弔

書
道
部　
　
　
　

松
本
蒼
煌
殿

平
成
20
年
10
月
11
日

書
道
部　
　
　
　

安
部
蒼
峰
殿

10
月
16
日

茶
道
部
（
裏
千
家
）
加
藤
宗
弘
殿

10
月
24
日

文
芸
部
（
短
歌
）　

高
橋
辰
男
殿

11
月
24
日

文
芸
部
（
俳
句
）
伊
東
辰
之
亟
殿

12
月
18
日

文
芸
部
（
俳
句
）
大
和
田
杏
子
殿

12
月
19
日

茶
道
部
（
織
田
流
）
佐
藤
南
綾
殿

12
月
20
日

文
芸
部
（
短
歌
）
穴
山
恭
子
殿

12
月
26
日

音
楽
部
（
長
唄
）稀

音
家
六
芳
遊
殿

12
月
29
日


